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平
成
８
年
12
月
以
前
に
旧
姓
で

年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
は
、
以

前
の
記
録
が
統
合
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
記

録
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

久
留
米
社
会
保
険
事
務
所

1
３
３
・
６
１
９
２

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

前
納

保
険
料
を
一
年
分
や
６
カ

月
分
な
ど
前
も
っ
て
収
め
る

と
、
収
め
る
期
間
に
応
じ
て
保

険
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

早
割

口
座
振
替
の
引
き
落
と
し

日
を
通
常
の
翌
月
末
日
か
ら
当

月
末
日
と
す
る
こ
と
で
、
１
カ

月
あ
た
り
50
円
割
引
に
な
り
ま

す
。

問
合
せ
先

久
留
米
社
会
保
険
事
務
所

1
３
３
・
６
１
９
２

70
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負

担
が
、
平
成
20
年
４
月
よ
り

１
割
か
ら
２
割
へ
見
直
さ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
平
成
21

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、
１

割
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
受
給
者
証
が
差
替
え

と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
者

の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
３
月

末
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

（
注
）
既
に
３
割
負
担
を
い
た

だ
い
て
い
る
方
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た

方
は
除
き
ま
す
。

問
合
せ
先

住
民
課
国
保
医

療
係
（
内
線
１
２
４
）

保
険
税
を
長
期
に
滞
納
さ

れ
て
い
る
方
は
、
保
険
証
に

替
え
て
「
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
資
格
証
明
書
」
の
交

付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
保
険
証
と
違
い

医
療
の
受
診
券
と
な
り
ま
せ

ん
。
医
療
機
関
で
は
、
こ
の

「
資
格
証
明
書
」
を
提
示
し
て

診
療
を
受
け
、
医
療
費
10
割

を
支
払
い
ま
す
。
そ
の
後
に
、

住
民
課
窓
口
で
医
療
費
に
係

る
保
険
給
付
分
の
請
求
を
行

い
、
約
２
〜
３
カ
月
後
に
７

割
相
当
の
医
療
費
に
係
る
保

険
給
付
分
の
支
払
を
受
け
ま

す
。保

険
税
の
未
納
の
方
に
は
、

別
途
通
知
し
納
税
相
談
を
行

い
ま
す
。

※
医
療
機
関
等
で
受
診
さ
れ

る
際
は
、
必
ず
「
保
険
証
」、

ま
た
は
「
資
格
証
明
書
」

の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
ら
を
提
示
せ
ず
受
診

し
て
、
10
割
医
療
費
を
支

払
わ
れ
て
も
、
緊
急
な
場

合
等
を
除
い
て
払
い
戻
し

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
届
出
し
て
く
だ
さ

い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証

（
う
す
み
ど
り
色
）

・
平
成
20
年
度
の
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
の
写
し

・
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康

保
険
証
（
桃
色
）

・
印
鑑

住
所
が
本
町
に
あ
り
、
出

稼
ぎ
・
長
期
旅
行
等
に
よ
り

住
所
地
を
離
れ
る
場
合
は
、

国
民
健
康
保
険
証
を
家
族
と

分
け
て
交
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証

（
う
す
み
ど
り
色
）

・
現
在
お
使
い
の
国
民
健
康

保
険
証
（
桃
色
）

・
印
鑑

平
成
19
年
度
の
国
民
健
康

保
険
証
か
ら
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
を
設
け
ま
し
た
。
臓

器
提
供
に
つ
い
て
家
族
で
よ

く
話
し
合
っ
て
、
ご
自
分
の

気
持
ち
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

保
険
証
の
有
効
期
限
は
３

月
31
日(

月)

ま
で
で
す
。
保
険

証
は
現
在
の
「
桃
色
」
か
ら

「
う
す
み
ど
り
色
」
に
替
わ
り

ま
す
。
保
険
証
の
切
替
え
は

次
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
国
民
健
康

保
険
証
は
、
３
月
末
ま
で
に

直
接
皆
さ
ん
の
家
に
郵
送(

配

達
記
録)

し
ま
す
。
現
在
使
用

中
の
保
険
証
（
桃
色
）
は
４

月
１
日
以
降
に
廃
棄
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
部
の
被
保
険
者

に
つ
き
ま
し
て
は
、
役
場
に

来
て
い
た
だ
き
直
接
交
付
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
は
、
住
所

地
の
市
町
村
で
加
入
す
る
の

が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
子

供
が
修
学
の
た
め
親
元
を
離

れ
転
出
さ
れ
る
場
合
、
引
き

続
き
親
元
の
住
所
地
で
保
険

証
を
作
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

在
学
の
確
認
を
す
る
た
め
、

毎
年
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
卒
業
・
退
学
し
た

場
合
は
、
親
元
の
国
保
に
は
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旧
姓
履
歴
の

申
出
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お
徳
な
保
険
料
の
納
め
方

保
険
証
の
切
替
え
方
法

学
生
特
例
の
保
険
証
の

申
請
・
切
替
え
方
法

遠
隔
地
保
険
証
の
申
請
・

切
替
え
の
方
法

国
保
税
が
未
納
の
方
へ

70
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担
が

据
え
置
か
れ
ま
す

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を

設
け
ま
し
た

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国民健康保険被保険者証の切替え時期です



４
月
１
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」（
表
１
）
が
始
ま
り

ま
す
。
被
保
険
者
に
は
、
３
月
中

に
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
は
、
原
則
と
し

て
４
月
の
年
金
支
給
分
か
ら
、
徴

収
が
始
ま
り
ま
す
。

被
保
険
者
に
は
、
３
月
中
に

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
保

険
証
を
送
付
し
ま
す
（
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
や

被
用
者
保
険
な
ど
の
保
険
証
及
び

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

５
月
以
降
に
誕
生
日
を
迎
え
て

被
保
険
者
に
な
る
人
に
、
被
保
険

者
に
な
る
月
の
前
月
に
保
険
証
を

送
付
し
ま
す
。

保
険
料
は
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
が
、
年

金
額
等
に
応
じ
て
次
の
２
通
り
に

分
か
れ
ま
す
。

①
年
金
額
が
年
額
18
万
円
以
上

で
、
か
つ
、
介
護
保
険
料
と
合

わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の

２
分
の
１
以
下
の
人

４
月
以
降
、
年
金
支
給
期
（
年

６
回
）
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
但
し
、
次
の
ア
及
び
イ
に

該
当
す
る
場
合
は
、
７
月
〜
９
月

は
納
付
書
で
納
付
し
、
10
月
以
降

は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

ア

被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
本

人
で
あ
っ
た
人

イ

保
険
料
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
所
得
の
申
告
が
行
わ
れ
て
い

な
い
世
帯
に
属
す
る
人

②
①
以
外
の
人

７
月
以
降
、
９
回
に
分
け
て
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
し

ま
す
。

※
被
用
者
保
険(

政
府
管
掌
及
び

組
合
管
掌
保
険
、
船
員
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
。
国
民
健
康
保

険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。)

の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
に
つ
い
て

は
、
特
例
措
置
と
し
て
、
９
月

ま
で
の
保
険
料
の
徴
収
は
あ
り

ま
せ
ん
。

一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
以
上

74
歳
以
下
の
人
で
、
現
在
老
人
保

健
の
適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
申
し
出
に
よ
り
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
な

ら
な
い
選
択
も
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
に
よ

り
、
加
入
す
る
医
療
保
険
、
保
険

料
、
一
部
負
担
の
割
合
な
ど
が
異

な
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
関
係
文
書
を
既

に
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
被
保

険
者
に
な
ら
な
い
こ
と
を
選
択
さ

れ
る
場
合
で
、
ま
だ
申
し
出
を
さ

れ
て
い
な
い
人
は
、
お
早
め
に
住

民
課
国
保
医
療
係
ま
で
申
し
出
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

住
民
課
国
保
医
療
係

（
内
線
１
２
４
・
１
２
５
）

電話等でのお問い合わせ窓口
(コールセンター)を設置します

後期高齢者医療制度や保険料にか

かる電話等でのお問い合わせ窓口

（コールセンター）を、３月10日から

10月末まで、福岡県後期高齢者医療

広域連合に設置します。新しい制度

についてのご不明な点など、お問い

合わせください。

福岡県後期高齢者医療広域連合

コールセンター

受付時間　午前８時30分～

午後５時30分

（土、日、祝休日を除く）

1０９２・６５１・３１１１

FAX(言語、聴覚等に障害がある方用)

０９２・６５１・３９０１

3 H20.３ 広報たちあらい

１
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

２
保
険
料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

３
障
害
を
事
由
に
老
人
保
健
の

適
用
を
受
け
て
い
る
人
は
選

択
が
で
き
ま
す

（表１）後期高齢者医療制度の主な概要 

対象者（被保険者） 

保　険　証 

保　険　料 

負 担 割 合 

制 度 運 営 

市町村の役割 

75歳以上の人及び一定の障害がある65歳以上の人 

一人に１枚、新しい保険証を送付します。 

被保険者全員が納付。原則として年金から徴収します。 

医療費の自己負担は１割、現役並み所得者は３割です。 

福岡県後期高齢者医療広域連合（県内全市町村が加入） 

申請や届出の窓口業務。保険料徴収業務。 

75
歳
以
上
を
対
象
に
４
月
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

１
月
29
日(

火)

平
田
喜
次
郎
町

長
と
重
石
亮
副
町
長
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。

平
田
町
長
は
、
平
成
12
年
１
月

30
日
か
ら
２
期
８
年
間
、
重
石
副

町
長
は
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら

７
年
10
カ
月
、
本
町
発
展
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。

平平
田田
町町
長長
・・
重重
石石
副副
町町
長長
退退
任任

退任された平田町長(右)と重石副町長(左)
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一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
納

付
に
行
く
手
間
も
な
く
、
納
め

忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
制
度

口
座
振
替
制
度
と
は
、
町
税

等
を
ご
指
定
の
金
融
機
関
の

預
・
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

町
に
納
付
す
る
制
度
で
す
。

口
座
振
替
が
で
き
る
町
税
等

・
町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
税

※
上
・
下
水
道
使
用
料
、
保
育

料
、
町
営
住
宅
使
用
料
も
で

き
ま
す
。

申
込
方
法

町
税
の
納
税
通
知
書
、
預
・

貯
金
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を

持
参
の
う
え
、
税
務
課
・
支
所

の
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
の
注
意
点

お
申
し
込
み
を
受
付
し
た
月

の
翌
月
以
降
か
ら
振
替
開
始
と

な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
は

納
付
書
払
い
と
な
り
ま
す
。

残
高
不
足
等
で
口
座
振
替
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
再
振
替

は
行
い
ま
せ
ん
。
後
日
送
付
す

る
「
口
座
振
替
不
納
通
知
書
兼

納
付
書
」
を
使
用
し
、
現
金
に

て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

税
務
課
徴
収
係

（
内
線
１
１
７
）

軽自動車税は、毎年４月１日現在、軽自動車等（原
動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び二輪の
小型自動車）の所有に対してかかる税金です。
軽自動車税には月割課税制度がありません。そのた
め、４月２日以降に廃車・名義変更の手続きをされた
場合でも、その年度の軽自動車税は４月１日現在の所
有者として登録されている人に課税されます。お早め

にお手続きされますようお願いいたします。
また、町外へ転出・町内へ転入され、所有する軽自
動車等の定置場が変わられた場合は住所変更の手続き
が必要になります。
手続き先は車種によって定められていますので、下
記にてご確認ください。

・他市町村に転出されている場合のお手続先は、転出先の市町村にご確認ください。
問合せ先 税務課税務係（内線１１８・１１９）

  　月　　　　　振　替　日 
 ４月 ４月28日（月） 
 ５月 ５月28日（水） 
 ６月 ６月30日（月） 
 ７月 ７月28日（月） 
 ８月 ８月28日（木） 
 ９月 ９月29日（月） 
 １０月 １０月28日（火） 
 １１月 １１月28日（金） 
 １２月 １２月29日（月） 
 １月 １月28日（水） 
 ２月 ２月27日（金） 
 ３月 ３月30日（月） 

口座振替日（平成20年度） 

車　　種 手　続　場　所 

役場税務課税務係（内線１１８・１１９） 

軽自動車検査協会（久留米地区） 1２１・５６８０ 

全国軽自動車連合会（久留米地区） 1２１・８８９３ 

九州運輸局福岡運輸支局（久留米地区）1２１・９２９１ 

125cc以下のバイク・ミニカー、 

農機(トラクター、コンバイン等) 

軽自動車 

125ccを超え250cc以下のバイク 

250ccを超えるバイク 

軽自動車等の廃車・名義変更・住所変更の手続きはお早めに！

町税のお支払いは口座振替が便利です

現
在
、
甘
木
鉄
道
西
太
刀
洗
駅

の
駐
車
場
周
辺
を
工
事
し
て
い
ま

す
。
駅
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ま
に
は
大
変
御
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
。

工
事
に
関
し
て
、
安
全
面
に
は

十
分
気
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
周

辺
を
通
行
さ
れ
る
方
は
注
意
し
て

通
行
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

１
月
下
旬
か
ら
３
月

末
日
の
予
定
で
す
。
看
板
を
設

置
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
動
車
ご
利
用
の
方

は
、
奥
に
あ
る
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
二
輪
車
（
自
転

車
・
バ
イ
ク
）ご
利
用
の
方
は
、

現
在
の
駐
輪
施
設
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
駐
輪
場
の
整
備
も

行
い
ま
す
の
で
、
工
事
期
間
中

は
仮
設
駐
輪
場
を
設
け
ま
す
の

で
、
案
内
看
板
に
従
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

建
設
課
都
市
計
画
係

（
内
線
１
１
１
）

甘
木
鉄
道
西
太
刀
洗
駅

前
広
場
の
整
備
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す

工
事
期
間

駐
車
施
設
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道
路
の
建
設
・
維
持
に
充
て
る

目
的
で
課
せ
ら
れ
て
い
る
揮
発
油

税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
取
得

税
、
自
動
車
重
量
税
な
ど
を
総
称

し
て
「
道
路
特
定
財
源
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
４
割
が
地
方
に

分
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
へ
は
約
１
億
２
千
５
百
万

円
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、
町
は
そ

の
金
額
を
町
道
整
備
や
維
持
、
起

債
償
還
な
ど
に
使
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
は
、
道
路
特
定
財
源
だ

け
で
は
足
り
ず
、
固
定
資
産
税
な

ど
の
一
般
財
源
も
投
入
し
て
い
る

の
が
実
態
で
あ
り
、
全
国
町
村
会

な
ど
地
方
団
体
は
道
路
特
定
財
源

の
維
持
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

道
路
特
定
財
源
の
税
率
は
、
立

ち
遅
れ
た
道
路
整
備
を
推
進
す
る

た
め
に
、
暫
定
的
に
高
く
（
２
倍

前
後
）
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
暫
定
税
率
が
、

平
成
20
年
春
に
切
れ
る
こ
と
か

ら
、
延
長
す
る
か
ど
う
か
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
す
。
仮
に
暫
定
税

率
が
失
効
す
る
と
、
本
町
に
交
付

さ
れ
る
額
は
約
５
千
７
百
万
円
の

減
と
な
り
、
大
幅
な
歳
入
欠
陥
を

も
た
ら
し
ま
す
。

こ
の
額
は
、
町
の
１
年
間
の
道

路
整
備
の
前
払
金
相
当
額
以
上
の

額
（
図
参
照
）
に
相
当
し
ま
す
。

前
払
金
が
用
意
で
き
な
け
れ
ば
、

ど
ん
な
に
補
助
金
や
起
債
が
あ
っ

て
も
、
事
業
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
暫
定
税
率
が
失
効
す

れ
ば
、
新
た
な
町
道
整
備
は
ほ
ぼ

不
可
能
と
な
り
ま
す
。
あ
え
て
行

う
と
す
れ
ば
、
他
の
分
野
の
予
算

を
削
減
す
る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

延
長
に
つ
い
て
は
、
政
党
間
で

賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、
町
と
し

て
は
他
の
自
治
体
と
同
様
、
そ
の

延
長
を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。

原
油
高
を
受
け
て
暫
定
税
率
の

延
長
を
認
め
な
い
と
の
意
見
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
一
般

国
道
５
０
０
号
十
文
字
交
差
点
等

の
改
良
工
事
が
大
幅
に
遅
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
道
路
は
、

今
の
私
達
の
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、
10
年
後
の
人
々
の
た
め
の

「
未
来
へ
の
投
資
」
と
し
て
整
備

を
進
め
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
私
達
が
目
先
の
生
活
が
苦
し

い
か
ら
と
い
っ
て
、
未
来
へ
の
投

資
を
食
い
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
て
い

い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
暫
定
税

率
が
失
効
す
れ
ば
、
完
成
ま
で
20

年
か
か
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
特
定
財
源
を
道
路

以
外
の
様
々
な
経
費
に
も
使
お
う

と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
す
。

一
般
財
源
化
の
額
が
大
き
い
ほ

ど
、
道
路
予
算
が
少
な
く
な
り
、

事
業
の
進
捗ち

ょ
く

が
遅
れ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
町
と
し
て
は
道
路
特
定

財
源
の
維
持
を
主
張
し
て
い
ま

す
。町
議
会
も
同
様
の
見
解
で
す
。

道
路
特
定
財
源
は
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す

道
路
特
定
財
源
と
は

暫
定
税
率
の
延
長
を

未
来
へ
の
投
資
を

道
路
特
定
財
源
の
維
持
を

18年度決算 

町道路事業の財源内訳（18年度決算ベース） 

一般財源 
101,056

道路　　 
特定財源 
124,925

0

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

暫定税率執行後 

道路　　 
特定財源 
68,000

一般財源 
101,056

影響額 
▲56,925千円 

千円 

３月９日（日） 

３月16日（日） 

３月20日（木・祝） 

３月23日（日） 

３月30日（日） 

３月２日（日） 

月　日 

※休日診療センター：小郡三井休日診療センター（小郡市上岩田１２４６） 

診療科目 医 療 機 関 名 住　　所 FAX電話番号 

丸山病院 

※休日診療センター 

嶋田病院 

※休日診療センター 

嶋田病院 

丸山病院 

※休日診療センター 

嶋田病院 

まつゆき小児科医院 

※休日診療センター 

嶋田病院 

※休日診療センター 

嶋田病院 

※休日診療センター 

嶋田病院 

内科 

内科 

内科・外科 

内科 

内科・外科 

内科 

内科 

内科・外科 

小児科 

内科 

内科・外科 

内科 

内科・外科 

内科 

内科・外科 

小郡市山隈２７３－１１ 

小郡市上岩田１２４６ 

小郡市小郡２１７－１ 

小郡市上岩田１２４６ 

小郡市小郡２１７－１ 

小郡市山隈２７３－１１ 

小郡市上岩田１２４６ 

小郡市小郡２１７－１ 

久留米市北野町今山４７１ 

小郡市上岩田１２４６ 

小郡市小郡２１７－１ 

小郡市上岩田１２４６ 

小郡市小郡２１７－１ 

小郡市上岩田１２４６ 

小郡市小郡２１７－１ 

73-0014 

73-1559 

73-3313 

73-1559 

73-3313 

73-0014 

73-1559 

73-3313 

78-7982 

73-1559 

73-3313 

73-1559 

73-3313 

73-1559 

73-3313

73-0011 

72-5534 

72-2236 

72-5534 

72-2236 

73-0011 

72-5534 

72-2236 

78-3105 

72-5534 

72-2236 

72-5534 

72-2236 

72-5534 

72-2236

 

小
郡
三
井
医
師
会
３
月
の
日
曜
当
番
医



最
近
、
布
な
ど
に
よ
る
、
下

水
道
施
設
の
故
障
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
下
水
道
本
管
ま
で
が

詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
下
水
が

あ
ふ
れ
て
多
く
の
人
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

町
が
管
理
す
る
下
水
道
施
設

の
故
障
は
、
昨
年
度
で
７
件
、

今
年
度
で
は
１
月
ま
で
に
９
件

が
発
生
し
、
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
人
管
理
の
部
分
と

な
る
宅
地
内
の
排
水
設
備
に
不

具
合
が
生
じ
る
と
、
毎
日
の
生

活
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
な
く
、

修
繕
の
費
用
も
か
か
り
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

下
水
道
の
正
し
い
使
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

特
に
、
油
を
流
す
と
下
水
道

管
の
中
で
固
ま
っ
て
し
ま
い
、

「
詰
ま
り
」
や
「
悪
臭
」
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

紙
お
む
つ
や
衛
生
用
品
な
ど

水
に
溶
け
な
い
も
の
は
、
絶
対

に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

悪
臭
や
爆
発
事
故
の
お
そ
れ

が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。

下
水
道
管
を
傷
め
た
り
、
下

水
処
理
の
機
能
を
損
な
う
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

宅
地
内
の
排
水
設
備
は
、
個

人
で
管
理
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。
工
事
や
補
修
な
ど
は
、

下
水
道
指
定
工
事
店
に
依
頼
を

お
願
い
し
ま
す
。
指
定
工
事
店

に
つ
い
て
は
、
下
水
道
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
か
ら
業
者
に
対
し

て
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
の
点

検
や
清
掃
、
補
修
を
依
頼
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
も
、
業
者
が
訪
ね
て
き

た
場
合
に
は
、
よ
く
確
認
を
し

て
か
ら
、
依
頼
す
る
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
世
帯
の
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
ひ
と
月
あ
た
り
世
帯

割
１，

５
０
０
円
と
世
帯
人
員
割

６
０
０
円
／
人
の
合
計
と
消
費
税

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

世
帯
人
員
数
の
確
認
は
住
民
票

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
が
、
長
期
入

院
・
施
設
入
所
・
学
生
・
単
身
赴

任
な
ど
で
、
転
出
・
転
居
届
を
し

な
い
で
一
時
的
に
居
住
し
て
い
な

い
方
が
あ
る
場
合
に
は
「
世
帯
人

員
変
更
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
提
出
日
分
よ
り

料
金
の
変
更
が
出
来
ま
す
（
そ
の

こ
と
を
証
明
す
る
書
面
等
の
添
付

が
必
要
で
す
）。

な
お
、
転
入
・
転
居
届
を
し
な

い
で
一
時
的
に
居
住
し
て
い
る
方

が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
（
証
明
書
類
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
届
出
内
容
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
お
届

け
く
だ
さ
い
。

下
水
道
の
使
用
を
都
合
に
よ
り

一
時
休
止
又
は
廃
止
さ
れ
る
場
合

は
、「
下
水
道
施
設
の
使
用
休
止

届
・
廃
止
届
」
を
提
出
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
転
出
・
転

居
届
を
し
な
い
で
提
出
さ
れ
る
場

合
、
休
止
日
又
は
廃
止
日
は
受
付

日
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
下
水

道
使
用
料
に
係
る
世
帯
人
員
変
更

届
出
書
も
提
出
が
必
要
で
す
）。

お
届
け
の
際
は
お
早
め
に
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
よ
り
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地
の
所
有

者
の
方
に
は
、
平
成
20
年
３
月
31

日
を
期
限
と
し
て
、
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
（
一
般
住
宅
で
は

10
万
円
）
の
納
付
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
20
年
３
月
31
日

ま
で
に
、
排
水
設
備
（
宅
内
）
工

事
が
完
了
し
て
い
る
方
に
は
、
同

額
の
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
助
成
金
は
、
下
水
道
が
使
え

る
よ
う
に
な
っ
て
３
年
間
が
交
付

の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３
年

間
を
超
え
た
場
合
助
成
金
の
対
象

か
ら
は
ず
れ
、
助
成
金
は
交
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
平
成
20
年
３
月
31
日
ま

で
に
宅
内
の
下
水
道
工
事
が
完
了

し
て
い
な
い
場
合
は
、
下
水
道
事

業
受
益
者
負
担
金
を
納
め
て
頂
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
よ
り
下
水

道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
土
地

の
所
有
者
の
方
で
、
下
水
道
の
宅

内
工
事
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方

は
、
受
益
者
負
担
金
の
納
付
又
は

徴
収
猶
予
申
請
書
（
告
示
よ
り
３

年
以
内
に
宅
内
工
事
を
予
定
し
て

あ
る
方
）
の
提
出
が
必
要
で
す
。

納
期
限
が
３
月
31
日
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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油
や
野
菜
く
ず
は
流
さ
な
い

ト
イ
レ
に
は

水
に
溶
け
る
紙
を
使
う

強
い
酸
や
ア
ル
カ
リ
性
の

汚
水
を
流
さ
な
い

灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
、

ア
ル
コ
ー
ル
、
シ
ン
ナ
ー
は

流
さ
な
い

ポンプにタオルが
詰まっていました

果物のなしが流されていました

下
水
道
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

下
水
道
課
（
内
線
１
０
８
・
１
０
９
・
１
２
７
）

下
水
道
使
用
料
に
係
る

世
帯
人
員
変
更
届
出
書

の
お
知
ら
せ

下
水
道
施
設
の

使
用
休
止
届
・
廃
止
届

下
水
道
事
業
受
益
者

負
担
金
及
び
助
成
金
の

お
知
ら
せ



こ
れ
ま
で
事
業
所
か
ら
出
る
一

般
廃
棄
物
（
産
業
廃
棄
物
以
外
）

の
「
燃
え
る
ご
み
」
に
つ
い
て
は
、

家
庭
用
の
袋
で
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
「
事

業
所
用
可
燃
ご
み
専
用
袋
」
で
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
来
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
事

業
所
や
店
舗
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
廃
棄
物
（
事
業
ご
み
）
は
事
業

者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
一
般
廃
棄
物
の
「
事

業
ご
み
」
に
つ
い
て
は
家
庭
用
袋

等
で
処
理
対
応
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
近
隣
市
町
で
も
事
業
専
用
袋

の
導
入
が
進
ん
で
き
て
い
る
状
況

で
す
。
ま
た
、
町
の
行
革
で
受
益

者
負
担
の
適
正
化
を
求
め
て
い
く

方
針
か
ら
、「
事
業
所
用
可
燃
ご

み
専
用
袋
」
を
導
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

専
用
袋
は
、
大
が
70
㍑
200
円
、

小
が
45
㍑
130
円
と
な
っ
て
お
り
、

購
入
は
ご
み
収
集
業
者
で
あ
る
㈲

三
輪
産
業
（
1
７
７
・
３
２
４
６
）

に
直
接
注
文
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

自
営
業
で
も
家
庭
分
と
事
業
分

の
「
燃
え
る
ご
み
」
は
分
け
て
出

す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
業

主
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
回
収
は
パ
ッ
カ
ー

車
【
写
真
１
】
が
行
い
ま
す
が
、

資
源
回
収
は
ト
ラ
ッ
ク【
写
真
２
】

で
行
い
、
数
量
変
動
に
応
じ
て
軽

ト
ラ
ッ
ク
や
普
通
ト
ラ
ッ
ク
が
使

わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
「
資
源
ご
み
に
つ
い

て
、
不
正
業
者
が
収
集
す
る
事

例
も
あ
り
得
る
の
で
、
町
正
規

の
車
両
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し

て
欲
し
い
。」
と
の
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

以
前
か
ら
資
源
回
収
ト
ラ
ッ

ク
の
ド
ア
側
面
に
は
﹇
大
刀
洗

町
﹈
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て

い
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
正
式
車

両
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た

め
、
フ
ロ
ン
ト
に
﹇
資
源
回
収
﹈

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
追
加
し
回
収

作
業
を
行
い
ま
す
。

日
時

３
月
８
日(

土)

〜
９
日(

日)

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

会
場

サ
ン
・
ポ
ー
ト

リ
サ
イ
ク
ル
工
房

展
示
内
容

・
一
般
展
示
品
（
抽
選
あ
り
）
家

具
類
、
自
転
車
、
家
電
類
等

・
特
設
展
示
品
（
抽
選
あ
り
）
家

具
の
小
物
類
、
遊
具
、
家
電
品

の
小
物
類
、
時
計
、
健
康
器
具

等
・
特
別
出
品
（
抽
選
な
し
）
前
回

無
投
票
品
等
、
未
補
修
家
具
類

等
・
持
ち
帰
り
品
（
抽
選
な
し
）
衣

類
、
本
類
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等

対
象
者

朝
倉
市
・
朝
倉
郡
・
大

刀
洗
町
・
久
留
米
市
北
野
町
に

お
住
ま
い
の
方

希
望
投
票
要
項

・
希
望
品
番
号
を
規
定
の
投
票
用

紙
に
記
入
し
投
票
箱
に
投
票
す

る
。

・
投
票
は
一
人
一
般
品
・
特
設
品

各
々
一
点
と
し
、
代
理
投
票
は

認
め
な
い
。

催
し
物

環
境
募
金
活
動
、
学
習

コ
ー
ナ
ー
常
時
開
放
、
ひ
な
飾

り
展
示
、
ぼ
か
し
販
売
等

問
合
せ
先

甘
木
朝
倉
三
井
環
境
施
設
組
合

1
０
９
４
６
・
２
３
・
１
５
９
０

犬
を
飼
う
場
合
、
生
後
91
日
以
上

の
犬
に
つ
い
て
は
生
涯
１
回
の
登
録

と
、
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

個
別
に
動
物
病
院
で
注
射
し
役

場
に
届
け
出
て
注
射
済
証
や
登
録

鑑
札
を
取
得
で
き
ま
す
が
、
簡
便

に
行
え
る
今
回
の
集
団
注
射
の
機

会
を
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
済
み
の
犬
に
は
事
前
に
通

知
し
ま
す
の
で
、
来
場
の
際
に
通

知
は
が
き
を
持
参
願
い
ま
す
。

新
規
登
録
で
は
、
犬
名
や
犬

種
・
生
年
月
日
等
を
届
け
出
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
印
鑑
は
不
要
で
す
。

ま
た
、
受
付
事
務
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
犬

生
後
３
カ
月
以
上

手
数
料

注
射
料
３，

０
５
０
円

新
規
登
録
料
３，

０
０
０
円

問
合
せ
先

生
活
環
境
課

（
内
線
２
１
１
・
２
１
２
）
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【写真１】パッカー車
可燃ごみを回収します。

狂犬病予防集団注射日程表

【
写
真
２
】
資
源
回
収
用
ト
ラ
ッ
ク

紙
布
空
缶
な
ど
資
源
ご
み
・
不
燃
ご
み
・

粗
大
ご
み
を
回
収
し
ま
す
。

資
源
回
収
車
に
は

ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
い
ま
す

第
19
回
リ
サ
イ
ク
ル
製
品

展
示
会
開
催

畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防

集
団
注
射
の
お
知
ら
せ

実施日 

４月10日（木） 

9:30～10:10 下高橋公民館 

南部ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 

役場大刀洗支所 

北鵜木公民館 

旧ＪＡみい本郷支所 

稲数公民館 

大堰交流センター 

大刀洗町役場 

大堰交流センター 

南部ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 

旧ＪＡみい本郷支所 

役場大刀洗支所 

10:25～11:15

13:30～14:30

14:45～15:30

9:30～10:30

10:45～11:15

13:30～14:30

14:45～15:30

13:30～13:50

14:10～14:30

14:50～15:10

15:30～16:00

４月11日（金） 

５月19日（月） 
（予備日） 

時　間 場　所 

 

事
業
所
用
燃
え
る
ご
み
専
用
袋
を
導
入



広報たちあらい H20.３ 8

５月～３月 月１回開講
１学習内容
・仲間づくりバス遠足・クリスマス会・ピクニック

フリーマーケット
・運動教室 親子でフィットネス体操

フラダンス入門他
・学 習 会 食育・子育て・健康・人権他
・教養講座 トールペインティング・救急救命法講習

ピザ作り他
２参加対象 ０才～５才児を持つ親及び祖父母
３託児(無料)あり

開講式(４月22日火曜日)
１学習内容 郷土の歴史､地理､風俗､風土等についての

学習、現地学習会
２参加対象 興味のある方ならどなたでも
３学 習 日 毎月第２･４火曜日
４時　　間 午前９時30分～11時30分

５月～３月（月１回）
１内　　容
・一般教養 （健康づくり､人権､福祉､環境､歴史等）
・趣味､特技（手芸､陶芸､料理､スポーツ等）
・視察学習　・仲間づくり

２参加対象 一般女性
３定　　員 各学級10～30名
４会　　場
大堰婦人学級(新設)  憩いの園大堰交流センター
本郷婦人学級 ふれあいセンター
大刀洗婦人学級(新設) 南部コミュニティーセンター
菊池婦人学級 就業改善センター
菊池(SAKURA組)婦人学級 就業改善センター

※大堰･大刀洗婦人学級については申込少数の場合は開
講いたしません

《講師 矢永美和先生》
１内　　容 日常のおかず､デザート､お菓子作り　

クリスマスケーキ作り
テーブルマナー教室

２参 加 費 材料代500円
(ケーキ作り・マナー教室は別途金額)

３参 加 者 小学生(１～６年生)

Ａ班 期日　毎月第１土曜日
時間　午前10時～12時30分
定員　30名

Ｂ班 期日　毎月第３土曜日
時間　午前10時～12時30分
定員　30名

※ＡＢ合同での開催もあります

開講式(５月９日金曜日)
１内　　容

午前 一般教養(町づくり、健康、生きがいづくり、
文学、歴史、視察学習等)

午後 健康コース(３Ｂ体操) 等
２参加対象 町内在住の60歳以上の方
３定　　員 100名
４期　　日 ５～11月の原則第１・３金曜日

午前９時30分～
※各校区、送迎バス有

５月～３月（月１回程度）
１学習内容
・仲間づくり
・学 習 会 家庭教育､健康､人権､環境問題､食育
・教養講座 マイ箸・みそ作り・

ダンボールコンポスト等
・視察学習 高校訪問､施設見学他

２参加対象 小･中学生を持つ保護者
３開設場所 町内各小･中学校（５カ所）

ふれあい体験を大切に　　　　　　　　《学校外活動》

◆全学年向け（小学校１～６年生）
遊びを通し、科学･文化･スポーツにチャレンジ
１期　　日 毎月第２土曜日
２時　　間 午前：９時頃～正午

午後：昼食後～午後３時30分頃まで
３定　　員 60名
◆高学年向け（小学校４～６年生）
チャレンジキャンプ･久住登山など、少しハードな
チャレンジ体験を希望する人
１期　　日 毎月第４土曜日
２時　　間 午前：９時頃～正午

午後：昼食後～午後３時30分頃まで
３定　　員 40名
※チャレンジする内容については、教育委員会生涯学習
課(担当：田中)までお問合せください
※全学年・高学年両方に参加できます
※学習内容により、教材費(実費)をいただきます

乳幼児学級

郷土史学級

高齢者学級

家庭教育学級

婦人学級

子ども料理教室

子どもチャレンジ教室
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8 3 0 1 2 9 8切 手 

50円切手を 
貼ってください 

大 刀 洗 町 大 字 冨 多 ８ １ ９ 

大刀洗町教育委員会　行 

学級・教室 
サークル 名 氏　　　名 世帯主 電話番号 

備　考（質問･要望等があればご記入ください） 

申 込 者 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 住所 

▼お知らせ　受講生募集は広報のみのご案内です。
(各世帯への受講生募集のチラシ配布はございません)

中央公民館サークル生募集　― 平成20年度 ― 
サークル名 

太極拳 

自彊術(治療健康体操) 

ストレッチ体操 

ストレッチ(ソフト)ジャズダンス 

ニコニコ運動教室 

健やか体操 

フラダンス(午後) 

フラダンス(夜) 

ジャズダンス 

社交ダンス 

大刀洗ひょっとこ愛好会 

Ｔ．Ｍ ＤＡＮＣＥ 

大正琴(Ａ教室) 

大正琴(Ｂ教室) 

三味線 

健康ハーモニカ 

琴(生田流) 

謡曲(喜多流) 

民　謡 

大刀洗混声合唱団 

 
茶道(裏千家) 

煎茶(皇風煎茶礼式) 

日舞 泉流 

 
日舞 藤間流 

生花(池坊） 

俳　句 

短　歌 

洋　画 

書　道 

水墨画 

陶　芸 

写　真 

英会話 

きもの着付け教室 

囲　碁 

伝統手織 

 

 

 

 

シニア対象 

 

 

 

 

 

新規募集 

新規募集（キッズダンス） 

 

 

 

新規募集 

 

 

 

 

 

 

 

すみれ会 

あやめ会 

 

 

 

 

ふれあいセンター 

 

 

講師工房 

 

 

 

 

 

中島百合子 

前田妙子 

志賀美香 

戸塚由美子 
 

野口裕子 

山本敏香 

 
森山孝子 

古賀加代子 

黒木幸雄 

満生明美 

中村郁子 
 

平田順子 

古賀弘毅 

眞鍋雅楽扶舞 

山内　剛 

中尾正人 

森時達行 

坂田三和 

山田宗令 

金子明雲 

山口道子 

下川アキミ 

安丸和子 

鐘ヶ江秀子 

中村田人 

野田光介 

渡邉　魏 

福成　薫 
 

大澤三千代 

古賀　堯 

Duncan Stephense 

床島松美 

堀内滋夫 

中村偉子 

月３回 月曜日 

月３回 月曜日 

毎週　水曜日 

２･４週  木曜日 

２･４週  水曜日 

毎週  月曜日 

毎週  火曜日 

月４回　月曜日 

毎週　金曜日 

２･４週　金曜日 

１･３週　木曜日 

毎週　火曜日 

２･3･４週 月曜日 

１･３週  金曜日 

２・４週　金曜日 

２・４週  木曜日 

毎週　水曜日 

２･４週　火曜日 

月３回 木曜日 

毎週　水曜日 
 

１・３週　月曜日 

２・４週　水曜日 

毎週　土曜日 

毎週　土曜日 

２・４週  水曜日 

１・３週  木曜日 

２・４週  火曜日 

第１週 火曜日(月１回) 

２・４週  月曜日 

２・４週  金曜日 

１・３週  金曜日 

１・３週  水曜日 

１･３週  月曜日 

毎週　火曜日 

２･４週  土曜日 

毎週  土曜日 

１･３週　土曜日 

10:00～11:30 

20:00～21:30 

20:00～21:30 

10:00～11:30 

10:00～11:30 

10:00～11:30 

15:00～17:00 

20:00～22:00 

20:00～21:30 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

17:00～19:00 

09:30～11:30 

09:30～11:30 

20:00～22:00 

20:00～21:30 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 
 

19:30～21:30 

15:00～17:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

20:00～22:00 

09:30～11:30 

13:00～15:30 

13:30～15:30 

13:30～16:00 

13:30～15:30 

13:30～15:30 

13:00～16:00 

20:00～22:00 

20:00～21:30 

20:00～22:00 

13:00～18:00 

10:00～12:00

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 
 

21 

22 

23 
 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36

講 師 名 開講日（週・曜日） 時　間 備　考 

※ この他、各校区センタ―でもサークル活動が行われています。 
　 詳しいことをお尋ねになりたい方は、 
　 役場総務課 企画係（内線106・107）にお問合せください。 

申込まれるにあたって

・申込みは、各自持参・郵送・電話・FAXで受
け付けます。
・ひとり何教室でも受講できます。
・中央公民館サークルは、社会教育の一環とし
て開講し、各々自主運営されています。
・受講申込者が、少数の場合は開講しないこと
もあります。
活動の詳しい内容をお尋ねになりたい方は、
教育委員会生涯学習課までご連絡ください。

申込・問合せ先

申込み締切

大刀洗町教育委員会 生涯学習課
1７７・２６７０　FAX ７７・２７２０

４月10日（木曜日）必着

（キリトリセン）



鮭の水煮缶 1/4缶
ブロッコリー 1/4株
にんじん 20g
たまねぎ 1/4個
しいたけ 1/2個
マーガリン 小さじ１
粉末にんにく、こしょう 少量
塩 少々
小麦粉 大さじ１
マーガリン 大さじ1/2
スキムミルク 10g
水 1/2カップ
こしょう 少量
ピザ用チーズ 10g
パン粉 大さじ1/2

鮭は肉質の脂質が多いが白身魚に似ていて、レチノール、ビタミ
ンＢ1、Ｂ2、Ｂ6、Ｄ、Ｅが豊富。卵はビタミンＥやＩＰＡ（ＥＰ
Ａ）を多く含むが、コレステロールが多い。
水煮缶詰は、白鮭の頭部・内臓を除いた皮と骨付きの胴部に食塩

を加えて水煮し、缶詰にしたもの。骨ごと食べられるので、カルシ
ウムの補給によい。

◇作り方
①ブロッコリーは小房にして下茹でする。他の野菜は適宜切る。
②フライパンにマーガリンを熱し、①をさっと炒め、Ａで下味をつける。
③Ｂでホワイトソースをつくる。
④さけの水煮を耐熱皿に並べ、②とチーズをのせ、③とパン粉をかけて
オーブントースターで焼く。
ポイント
ホワイトソースはあわてず、弱火でゆっくりと作りましょう。できな

い時は、ピザ用チーズを２倍にしてチリソースを下にして焼くことがで
きます。

ブロッコリーと
魚のグラタン

ヘルシー料理

広報たちあらい H20.３ 10

塩分の第２回目です。日頃よく食べる一品について塩分量を掲載しました。完食すると、意外と塩分はあるもの
です。麺類などは、汁まで飲まないなど食べ方の工夫によって、体に入ってくる塩分を制限することができます。

食生活を見直しましょう

A

B

平成18年４月１日から、定期

の予防接種としては麻疹・風疹

混合ワクチン（ＭＲ混合ワクチ

ン）の接種が開始となり、以下

の対象年齢での２回接種となり

ました。

対象年齢
第１期　１歳児

第２期　５歳以上７歳未満で

小学校就学前の１年間

（就学前年度４月１日～３月31日）

接種方法
各医療機関（福岡県広域化予

防接種受託医療機関）

※対象年齢を過ぎると定期の予

防接種として受けることがで

きず、有料となります。小学

校の入学前に接種が済んでい

るか確認しましょう。

問合せ先
健康福祉課健康支援係

1７７・２２６６

小学校入学準備に
２回目の麻疹・２回目の麻疹・
風疹ワクチンを！風疹ワクチンを！

◆材料（１人分）
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ほ
っ
と
タ
イ
ム(
第
１
・
３
金
曜
日)

栄
養
士
や
保
健
師
、
保
育
士
に
よ
る
個

別
相
談
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
広
場
で
子

ど
も
達
が
遊
ん
で
い
る
傍

か
た
わ

ら
で
栄
養
士
や

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
交
え
て
、

食
の
こ
と
子
ど
も
の
こ
と
生
活
の
知
恵
な

ど
語
り
合
い
ま
す
。

広
場
ち
ゃ
お

(

月
・
水
・
金
曜
日
第
１
・
３
土
曜
日)

午
前
10
時
〜
正
午

◎
３
月
26
日(

水)

は
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で

す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
大
刀
洗
公
園
で
遊

び
ま
す
。

広
場
ぐ
る
り
ん
ぱ(

毎
週
火
曜
日)

午
前
10
時
〜
11
時
半

親
子
あ
そ
び(

折
り
紙)

子
育
て
講
座

「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
あ
そ
び
」

親
子
で
音
楽
に
ふ
れ
あ
い
ま
せ
ん
か
！

３
月
13
日(

木)

10
時
半
〜

講
師
　
　
阿
部
・
椛
島
先
生

参
加
申
込
は
、
20
組
で
締
め
切
り
ま
す
。

ま
た
、
参
加
費
５
０
０
円
を
当
日
集
め
ま
す
。

「
ち
ゃ
お
ち
ゃ
お
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

３
月
17
日(

月)

午
前
10
時
〜

講
師
　
　
戸
塚
先
生

参
加
費
５
０
０
円
を
当
日
集
め
ま
す
。

託
児
を
し
ま
す
の
で
12
日(

水)

ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
場
の
あ
そ
び
は
お
休
み
で
す
。

※
３
月
31
日(

月)
〜
４
月
４
日(

金)

は
、
新

年
度
準
備
の
た
め
広
場
は
お
休
み
で
す
。

な
お
、
一
時
保
育
は
通
常
通
り
行
い
ま
す
。

No.18

和やかな雰囲気で語り合いましょう

 

 



児
童
書

「
伏
し
て
ぞ
止
ま
ん
　
ぼ
く
、
宮
本
警
部
で
す
」

文
　
山
口
　
秀
範

絵
　
竹
中
　
俊
裕

み
な
さ
ん
は
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

１
年
ほ
ど
前
に
、
駅
の
線
路
内
に
入
っ
た
女

性
を
命
が
け
で
助
け
、
亡
く
な
っ
た
お
ま
わ

り
さ
ん
、
宮
本
さ
ん
の
こ
と
を
。

宮
本
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
の
せ

た
感
動
の
絵
本
。

寺
子
屋
モ
デ
ル
　
発
行

高
木
書
房
　
発
売

広報たちあらい H20.３ 12

２
月
９
日(

土)

か
る
た
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
寒
さ
に
負
け
ず
に
参
加

し
た
お
友
だ
ち
は
、
楽
し
い
「
ね
ず

み
の
よ
め
い
り
」
の
エ
プ
ロ
ン
シ
ア

タ
ー
を
見
た
後
に
、
真
剣
に
か
る
た

を
取
り
ま
し
た
。

絵
本
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
読
ん
だ
ら
、
す

て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
人
で
も
大
人
の
人
や
お
友
達
と
一

緒
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
間

３
月
25
日(

火)
〜

４
月
６
日(
日)
ま
で

対
象

０
歳
児
か
ら
大
人
ま
で

一
般
書

「
こ
こ
ろ
げ
そ
う
」

畠
中
　
恵
　
著

下
っ
引
き
の
宇
多
が
、
恋
し
い
思
い

を
伝
え
ら
れ
ぬ
ま
ま
亡
く
し
た
は
ず
の

於
ふ
じ
が
帰
っ
て
き
た
。
―
―
幽
霊
の

身
と
な
っ
て
！
ふ
じ
と
千
之
助
兄
妹
の

死
の
真
相
を
探
る
う
ち
に
、
九
人
の
幼

な
じ
み
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
恋
や
将
来
へ

の
悩
み
が
絡
み
合
っ
て
き
て
―
―

（
大
江
戸
青
春
恋
物
語
）

光
文
社
　
刊

おばあちゃんのひなまつり／計良　ふき子

にげろ！ねこざかな／わたなべ　ゆういち

天の町やなぎ通り／あまん　きみこ

なりたいじんじゃ／矢玉　四郎

オオカミ／エミリー・グラヴェット

かわいいサルマ／ニキ･ダリー

和菓子のほん／中山　圭子

「食育」の大研究／ＰＨＰ研究所

らくだい魔女とゆうれい島／成田　サトコ

エイズの村に生まれて

命をつなぐ16歳の母・ナターシャ／後藤　健二

児

童

書

藪枯らし純次／船戸　与一

ドラキュラ城の舞踏会／赤川　次郎

ラットマン／道尾　秀介

阪急電車／有川　浩

新世界より　上・下巻／貴志　祐介

遺したい言葉／瀬戸内　寂聴

なげださない／鎌田　實

仕事以前のビジネスマナーの常識／西松　眞子

通園通学の基本グッズ／日本ヴォーグ社

花と緑の門・アプローチ／エクステリア総合研究所

合計243冊

一

般

書

今 月 の 新 着 図 書 案 内

日 月 火 水 木 金 土 

印は休館日 

３月・４月の休館日 

    

　 　 　　　 　　　 　  3/1 

2 3 4 5 6 7 8 

9 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28 29 

30 31 4/1 ２ ３ ４ ５ 

か
る
た
会

春
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

開
催
！毎週土曜日午後２時～２時30分

お話会開催！

私が先に取ったのよみんな真剣です

がんばりました　おめでとう
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遺跡の発掘調査では、土器や石器など、腐らないも

のは多く出土しますが、木製品や骨などが出土するこ

とは少なく、それらの保存に適した環境に長く置かれ

ていた場合に、発見の幸運にめぐりあう事ができます。

前回、本郷野開
のびらき

遺跡の掘立柱
ほったてばしら

建物を紹介しました

が、そこでは建物の柱を建てるために掘った“穴”が

見つかっているだけです。一方、冨多若草遺跡では、

弥生時代の建物の柱の一部が、運良く残っていました。

発見されたものは、直径20㎝ほどの柱材で、側面を

工具で削って形を整えています。下部には下駄状に抉
えぐ

りを設け、その抉りに直径３㎝、長さ50㎝の棒を差

込んでいました。ここは、湿りの多いやや軟弱地盤で、

建設された建物が沈下し壊れないように、柱に加工を

したものと考えられます。同時に、この遺跡の湿りの

多い地盤は、柱が腐らずに残る条件でもあったといえ

ます。専門家に分析してもらったところ、柱の樹種は

「ムクロジ」、下に差し込んだ棒の樹種は「キササゲ」

であることがわかりました。この柱は、保存加工を行い、

ドリームセンター郷土史料室などで展示しています。

たちあらい 

第23回　弥生時代の大刀洗（5）

柱の出土状態 保存加工し、いつでも見られるようにした柱

第
11
回
三
原
牧
場
旗
争
奪

少
年
野
球
大
会

１
月
13
、
14
日
に
大
刀
洗
町
運

動
公
園
で
、
大
刀
洗
町
・
小
郡
市

か
ら
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
計
22
チ
ー
ム

約
３
０
０
名
参
加
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
の
菊
池
ク
ラ
ブ

が
今
大
会
３
度
目
の
優
勝
を
し
ま

し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
菊
池
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
三
国
ク
ラ
ブ

第
３
位
　
大
刀
洗
ビ
ッ
グ
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
・
三
井
少
年
野
球

Ｂ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
み
く
に
野
ハ
ニ
ー
ズ

準
優
勝
　
菊
池
ク
ラ
ブ

菊
池
ク
ラ
ブ
V
３ Ａクラス優勝の菊池クラブのみなさん

大
刀
洗
町
議
会
12
月
定
例
会
に

お
い
て
、
３
名
の
委
員
が
選
任
さ

れ
、
町
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

大
刀
洗
町
教
育
委
員
会
12
月
臨

時
会
に
お
い
て
、
中
原
教
育
長
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

大
刀
洗
町

教
育
委
員
に
任
命

大
刀
洗
町教育

長
に
再
任

安武満子氏
任期：21年7月19日まで

好氏
任期：24年12月22日まで

中原健二氏
任期：24年12月22日まで



・「
あ
っ
て
も
い
い
笑
い
」
と
は
、
み

ん
な
が
う
れ
し
く
な
る
笑
い
。「
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
笑
い
」
と
は
だ
れ
か

が
い
や
な
思
い
を
す
る
笑
い
だ
と
わ

か
り
ま
し
た
。
大
切
な
こ
と
は
見
き

わ
め
る
こ
と
の
で
き
る
目
と
相
手
の

こ
と
を
思
い
や
る
心
だ
と
思
い
ま
す
。

・
冗
談
で
笑
っ
て
い
て
も
相
手
が
傷

つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
自
分
も
も
し
か
し
た
ら

相
手
が
嫌
が
る
こ
と
を
し
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

・
自
分
が
さ
れ
た
ら
い
や
な
こ
と
は
、

相
手
も
い
や
だ
と
思
い
ま
す
。
笑
っ

た
り
す
る
と
き
は
、
あ
っ
て
も
い
い

笑
い
か
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
笑
い

か
を
先
に
考
え
て
笑
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
友
だ
ち
の

こ
と
を
考
え
て
、
今
、
仲
の
い
い
友
だ

ち
と
も
っ
と
も
っ
と
知
り
あ
っ
て
、
親

友
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

人
権
標
語

菊
池
小
学
校
　
６
年
生

広報たちあらい H20.３ 14

差
別
の
な

い
社会をつくり

ま

し
ょ
う
！

ひ
と

り
ひと
りの個性を認め
合
い
、

町内の各

小・中学校では、

子どもたちの発達段階や学校・

学級の実態をみつめ、計画的に

人権に視点をあてた学習を重ねています。

子どもたち一人ひとりが、自分自身の

良さに気付いて生き生きと生活できる

ことや、お互いを認め合いより良い

仲間づくりをしていけること、更には

身のまわりの矛盾に気付き正しく

判断し、自分の生き方を考える力を

身に付けることを目指

しています。

大刀洗町人権・同和教育推進協議会　学校教育部

「
顔
」
の
学
習
を
し
て

大
堰
小
学
校
　
４
年
生

・
み
ん
な
、
顔
の
絵
を
か
い
て
、
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。
う
れ
し
い
顔

悲
し
い
顔
、
一
人
一
人
ち
が
う
顔
が

い
っ
ぱ
い
出
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し

は
、
自
分
の
気
持
ち
が
み
ん
な
に
伝

わ
っ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

・
わ
た
し
は
、
み
ん
な
の
絵
を
見
て
、

み
ん
な
の
心
の
中
が
分
か
り
ま
し
た
。

き
ん
ち
ょ
う
し
て
泣
い
た
人
も
い
た

け
れ
ど
、
み
ん
な
が
「
が
ん
ば
れ
ー
。

大
じ
ょ
う
ぶ
、
大
じ
ょ
う
ぶ
。」
と
言
っ

た
の
で
発
表
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
が

ん
ば
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

み
ん
な
の
顔
を
見
て
行
動
し
た
い
で

す
。
う
れ
し
い
顔
を
ふ
や
し
た
い
で

す
。

「
自
分
発
見
・
友
達
発
見
」を

学
習
し
て

菊
池
小
学
校
　
４
年
生

・
友
達
か
ら
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
て
も
ら
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

水
泳
の
ト
ッ
プ
タ
イ
ム
を
こ
え
る

よ
う
に
練
習
し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
お
母
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
は
げ
ま
し
や
私

が
小
さ
か
っ
た
こ
ろ
に
、
と
て
も
私

を
心
配
し
て
く
れ
た
お
母
さ
ん
の
気

持
ち
が
す
ご
く
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

・
友
達
の
こ
と
を
知
っ
て
、
思
っ

た
こ
と
は
、
友
達
も
い
ろ
い
ろ
が
ん

ば
っ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
友
達
の
こ
と
を
知
っ
て
良
か
っ

た
で
す
。

も
し
も
あ
な
た
が
親
な
ら
ば

本
郷
小
学
校
　
６
年
生

め
あ
て
「
親
子
の
心
が
も
っ
と
通
じ

合
え
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

考
え
よ
う
。」

自
分
の
思
い
を
親
に
分
か
っ
て
も

ら
う
た
め
に
は
、
今
日
か
ら
で
も
や

れ
そ
う
な
こ
と
を
書
い
て
み
よ
う
。

・
な
る
べ
く
早
く
行
動
す
る
。

・
自
分
の
思
い
を
言
葉
で
伝
え
る
。

・
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
自
分
も

し
な
い
。

・
本
気
で
す
る
。

・
お
母
さ
ん
た
ち
の
気
持
ち
を
考
え
る
。

な
る
べ
く
「
早
く
し
て
」「
早
く
し

な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
出
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
お
互
い
の
気
持

ち
を
考
え
な
が
ら
言
葉
を
か
け
て
、

イ
ヤ
な
感
じ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。
す
ぐ
に
は
無
理
か
も
し

れ
な
い
け
ど
、
少
し
ず
つ
で
も
変
え

て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
お

母
さ
ん
た
ち
も
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い

る
ん
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

に
こ
に
こ
う
た

大
刀
洗
小
学
校
　
１
年
１
組

「
あ
っ
て
も
い
い
笑
い
　
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
笑
い
」
を
学
習
し
て

大
刀
洗
中
学
校
　
１
年
生

・
私
は
今
ま
で
「
笑
い
」
に
つ
い
て

考
え
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
日
大
切
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

「
笑
い
」
と
は
時
と
場
合
に
よ
っ
て
違

う
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
私
も

場
を
考
え
な
い
で
友
だ
ち
の
言
っ
た

こ
と
に
笑
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
せ
い
で
友
達
の
表
情
が
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
相

手
を
思
い
や
っ
た
「
笑
い
」
を
心
が

け
て
い
き
た
い
で
す
。

「
み
ん
な
と
な
か
よ
く
し
た
い
の
に
」

を
学
習
し
て

大
堰
小
学
校
　
３
年
生

わ
た
し
は
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
女
の

子
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と

は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
し

は
、
友
だ
ち
に
「
遊
ぼ
う
」
と
も
言

え
る
し
、
大
き
な
声
も
出
せ
ま
す
。

で
も
、
女
の
子
は
「
遊
ぼ
う
」
と

言
え
な
か
っ
た
か
ら
、
わ
た
し
よ

り
も
っ
と
も
っ
と
、
さ
み
し
い
思

い
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
女
の
子

の
気
持
ち
に
な
っ
て
み
て
、
女
の
子

の
さ
み
し
い
気
持
ち
、
語
り
た
い
と

い
う
気
持
ち
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
女
の
子
や
友
だ
ち
の
気
持

ち
を
考
え
て
、
そ
し
て
気
づ
い
て
、

い
っ
し
ょ
に
遊
び
た
い
で
す
。
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参加者数　１,２２０名
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前
日
の
真
冬
の
寒
さ
が
嘘
の
よ

う
に
晴
れ
渡
っ
た
２
月
10
日(

日
）

１，

２
２
０
名
の
健
脚
自
慢
が
大
刀

洗
町
に
集
ま
り
ま
し
た
。
近
隣
市
町

村
は
も
ち
ろ
ん
、
福
岡
市
、
北
九
州

市
、
遠
く
は
佐
賀
県
武
雄
市
、
山
口

県
下
関
市
な
ど
か
ら
も
多
数
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
ピ
ス

ト
ル
の
合
図
で
、
ラ
ン
ナ
ー
は
ひ
ば

り
が
さ
え
ず
る
田
園
に
勢
い
よ
く
駆

け
だ
し
て
い
き
ま
し
た
。
保
護
者

や
指
導
者
の
方
の
声
援
を
背
に
う

け
、
全
員
完
走
し
ま
し
た
。

恒
例
の
７
団
体
交
流
会
に
よ
る

ブ
タ
汁
と
お
に
ぎ
り
の
サ
ー
ビ
ス

に
、
選
手
や
応
援
の
方
々
は
舌
鼓

を
う
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
体
育
協

会
や
交
通
安
全
協
会
の
皆
様
、
早

朝
よ
り
お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た

道
路
通
行
で
は
誘
導
員
の
指
示
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◆2km低学年の部（小学3～4年男子）

1位　橋本　大輝　（芦屋ＪＣ）

2位　好　　貴久　（立石ランナーズ）

3位　好　　将平　（立石ランナーズ）

◆2km男性の部（小学5年～6年）

1位　川野　敬介　（立石ランナーズ）

2位　米田　和広　（芦屋ＪＣ）

3位　田中　星羽　（志免町陸友会）

◆2km男性の部（中学生以上）

1位　津留崎　祐貴（牟田山中学校）

2位　秋葉　裕己　（牟田山中学校）

3位　古川　健貴　（牟田山中学校）

◆2km低学年の部（小学3～4年女子）

1位　野田　千裕　（立石ランナーズ）

2位　田村　優衣　（安武走友クラブ）

3位　桜井　南穂　（立石ランナーズ）

◆2km女性の部（小学5年～6年）

1位　河口　めぐみ（安武走友クラブ）

2位　中尾　絵梨　（立石ランナーズ）

3位　本村　遥香　（鳥飼走ろう会）

◆2km女性の部（中学生以上）

1位　久家　里菜　（夜須中学校）

2位　清武　麻香　（夜須中学校）

3位　野瀬　未先　（諏訪中学校）

◆3km男性の部

1位　山下　健太　（大原中学校）

2位　萩野　大地　（牟田山中学校）

3位　一番ヶ瀬　大聖（牟田山中学校）

◆3km女性の部

1位　樋口　佳那子（浮羽中学校陸上部）

2位　長谷部　友紀（浮羽中学校陸上部）

3位　森山　裟織　（浮羽中学校陸上部）

◆5km男子の部

1位　藤田　裕也　（下関市役所）

2位　清本　芳史　（産業医大ＲＣ）

3位　岡　　靖朗　（大川荘）

◆5km女性の部

1位　八坂　美里　（大刀洗中学校）

2位　枝光　泰子　（大川市）

3位　江口　智子　（大刀洗小勤務）

親子で参加　健康マラソン

５㎞男性の部優勝の藤田さん

辻本さん　がんばって！役場職員ボランティアによる先導車

し烈なトップ争い(２㎞女性の部) 大刀洗中学校からも多数参加しています

２㎞低学年が元気よくスタート
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寒さにも自分にも負けず力走しました

総合型地域スポーツクラブ啓発フォーラム開催

保育所・園で生活発表会

大刀洗町４Ｈクラブ員 福岡県意見発表会優良賞受賞

１月13日(日)成人式を終えた大堰小卒業生は、振り袖やスーツから私服
に着替え、30名以上が午後４時に校庭に集合しました。当時の担任の先生
も出席され、みんなで記憶を思い起こし、見事一発で場所を探し当てまし
た。中からは、二十歳の自分に宛てた手紙や卒業文集、思い出の写真など
が当時のままの形で出てきました。それぞれ、思い出の品をうれしそうに
見つめていました。
その後、場所を変えて夜遅くまで語り明かされました。担任の先生は、

「みんなの成長を間近に見られ、思い出話や近況報告をしてもらい、最高
の一日を過ごせました」と語ってありました。

８年前の私からのメッセージ

２月24日（日）大刀洗ドリームセンターで、石川県のかほく市からＮＰＯ
法人「クラブレッツ」の榎敏弘さんを招き、「総合型地域スポーツクラブ」
についての講演会を開催しました。これは、子どもから高齢者まで誰もが
参加できるスポーツ活動・交流の場としての育成、また、その活動を住民
の皆様にご理解いただきこれから推進していくものです。
同氏はクラブ設立からＮＰＯ法人格取得、現在に至る活動を説明、「物事
を変える際のタブーを打ち破り、チャレンジしましょう！」と講演を締め
くくられました。参加したスポーツ関係者約100名は、住民主体のクラブ
創設サクセスストーリーに聴き入っていました。

２月９日(土)大堰保育所、大刀洗保育
園で生活発表会が行われました。会場は
ビデオやカメラを持った多くの保護者で
いっぱいでした。
園児は、先生から教えていただいた演
技やセリフを、しっかりとステージ上で
発表していました。

好天に恵まれた２月１日(金)、大堰小学校で持久走記録会が行わ
れました。ゲストティーチャーとして、九電工から５名の選手が指
導に来ていただきました。準備運動や走り方の指導、児童や父親委
員とのリレー、そして学年ごとの記録会に参加していただきました。
コースは小学校南側の農道を利用し、保護者や地域の方々が児童
一人ひとりに応援をしてありました。九電工の選手は児童に併走し
声をかけてありました。交差点では事故の無いよう交通安全協会の
協力もありました。
さて、自己ベストタイムは出たでしょうか。

８年前、何ば埋めとったやろうか

見事受賞した辻さん

お耳とヒゲがかわいいでしょう

熱く語られる榎敏弘氏

九電工のお姉さんには負けないぞ

１月30日(水)福岡県青年農業者会議の意見発表会で、４Ｈクラブの辻広
幸さん（春日）が優良賞を受賞されました。「進路変更」という題で、高校
を卒業後に「地図に残るような仕事がしたい。」と土木会社へ進んだ辻さん
が、実家の農業を継ぐことを決断するまでの複雑な思いを述べられました。
現在は、両親から日々多くのことを学びながらキュウリの温室栽培を中
心に、コスト削減と更なる品質向上を目指し農業に励んであります。
本町の農業を担う青年のこれからの益々の活躍に期待します。

おじいさんになった浦島太郎
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大
刀
洗
町
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。申

請
書
類
は
、
役
場
下
水
道
課

で
配
付
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
３
日(

月)

〜
３
月
14
日(

金)

手
数
料

５
千
円

問
合
せ
先

下
水
道
課

(

内
線
１
０
９
）

じ
ん
臓
機
能
障
害
者(

身
体
障
害

者
手
帳
所
持
者)

で
、
就
労
等
の
た

め
午
後
５
時
以
降
、
月
に
５
回
以

上
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人
で
、

通
院
距
離(

自
宅
か
ら
医
療
機
関
ま

で
の
距
離)

又
は
通
院
費
用
が
次
の

①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
に
月
額
２
千
円
支
給
し

ま
す
。

※
所
得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

①
自
家
用
車
使
用
の
場
合
、
通
院

距
離
が
片
道
10
㎞
以
上
で
あ
る

こ
と
。

②
公
共
交
通
機
関
使
用
の
場
合
、

１
カ
月
２
千
円
以
上
の
運
賃
の

負
担
を
し
た
こ
と
。

③
タ
ク
シ
ー
使
用
の
場
合
、
領
収

書
に
基
づ
き
１
カ
月
２
千
円
以

上
負
担
し
た
こ
と
。

提
出
書
類

申
請
書
、
世
帯
全
員

の
住
民
票
、
受
給
資
格
者
及
び

扶
養
義
務
者
の
所
得
証
明
書
、

通
院
証
明
書
等

対
象
月

10
〜
３
月
ま
で
の
後
期

(

６
カ
月)

分

申
請
締
切

３
月
26
日(

水)
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
７
７
・
２
２
６
６

平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
75

歳
以
上
の
方
及
び
65
歳
以
上
で
一

定
の
障
害
の
状
態
で
認
定
を
受
け

た
方
は
、
現
在
加
入
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
等
か
ら

下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
申
請
受
付

障
害
者
自
立
支
援
医
療
の

受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ

多
胎
児
育
児
講
演
会

精
神
障
害
者
社
会
復
帰

促
進
講
演
会
の
開
催

福
岡
県
じ
ん
臓
疾
患
患
者

福
祉
給
付
金

戦
没
者
の
ご
遺
族
へ

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を

就
労
支
援
し
ま
す

４
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

国
は
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん(

児
童

扶
養
手
当
受
給
者)

を
対
象
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
を

支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

・
母
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
策

定
委
員
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

が
連
携
し
て
、
求
人
開
拓
か
ら
就

職
に
至
る
一
貫
し
た
就
職
支
援
。

・
支
援
期
間
は
最
長
６
カ
月
。

申
込
・
問
合
せ
先

(

社)

福
岡
県
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

1
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

FAX
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
２

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
に
関

す
る
技
術
向
上
や
精
神
障
害
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を

図
り
、
精
神
障
害
者
の
円
滑
な
地

域
移
行
を
推
進
す
る
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

日
時

３
月
20
日
（
木
・
祝
）

受
付
　
午
後
１
時

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
で
、
平
成

17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
戦
没

者
の
死
亡
に
関
し
年
金
給
付
の
受

給
権
者
が
い
な
い
場
合
に
、
第
８

回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す

１
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
戦
没
者
等
の
子

３
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹(

戦
没
者
と
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方)

等

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

※
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に

よ
り
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
権

利
が
消
滅
し
ま
す
の
で
、
請
求

忘
れ
の
な
い
よ
う
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
請
先

健
康
福
祉
課

健
康
推
進
係

1
７
７
・
２
２
６
６

脱
退
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
更
生
医
療
と
精
神

通
院
医
療
で
、
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
は
、
医
療
保
険
の
変
更
及

び
世
帯
の
範
囲
の
変
更
に
よ
る
所

得
区
分
の
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

該
当
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

３
月
31
日
ま
で
に
健
康
福
祉
課
へ

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
７
７
・
２
２
６
６

日
時

３
月
10
日(

月)

受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜

開
始
　
午
前
10
時
〜
正
午

会
場

福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎

２
階
　
大
会
議
室

対
象
者

多
胎
児
を
子
育
て
中
の

家
族
、
多
胎
を
妊
娠
中
の
方
、

子
育
て
支
援
者
等

内
容

講
話
「
双
子
・
三
つ
子
の

妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
」

託
児

あ
り

定
員

80
名

受
講
料

無
料

申
込
方
法

1
ま
た
は
FAX

締
切

３
月
７
日(

金)

問
合
せ
先

福
岡
県
久
留
米
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
　
高
齢
者
児

童
家
庭
課
　
児
童
家
庭
係(

担

当：

清
水
）

1
３
０
・
１
０
７
２

FAX
３
７
・
１
９
７
３
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森
林
環
境
税
は
、
福
岡
県
内
の

荒
廃
し
た
森
林
を
再
生
し
、
健
全

な
状
態
で
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
の
使
途

荒
廃
し
た
森
林
の
再

生
、
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り

の
推
進

税
額
な
ど

個
人
は
年
間
５
０
０
円

(

約
２
０
０
万
人
が
対
象)

法
人
は
資
金
に
応
じ
て
年
間

１，

０
０
０
円
〜
４
０，

０
０

０
円
　(

約
10
万
社
が
対
象)

納
め
方

個
人
の
事
業
所
得
者
等

は
住
民
税
の
納
付
書
に
よ
り
年

４
回
に
分
け
て
納
付
。

法
人
は
法
人
県
民
税
の
申
告

時
に
納
付
。

問
合
せ
先

福
岡
県
林
務
課

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
４
０

同
税
務
課

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
０
６
３

４
月
か
ら
森
林
環
境
税
が

始
ま
り
ま
す

②
こ
れ
か
ら
訪
問
看
護
に
従
事
し

よ
う
と
す
る
者
、
ま
た
は
訪
問

看
護
に
従
事
し
て
い
る
者

募
集
人
員

50
名

受
講
料

福
岡
県
看
護
協
会
員
の

方
　
４
２，

０
０
０
円

非
会
員
の
方
　
５
２，

５
０
０
円

申
込
締
切

４
月
16
日(

水)

申
込
・
問
合
せ
先

(

社)

福
岡
県
看

護
協
会
福
岡
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

(

担
当：

浦
田)

1
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１

FAX
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
３

〒
８
１
２
・
０
０
５
４

福
岡
市
東
区
馬
出
４
・
10
・
１

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

日
時

３
月
19
日(

水)

受
付
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場

柳
川
総
合
庁
舎
別
棟
２
階

会
議
室(

柳
川
市
三
橋
町
大
字
今

古
賀
８
・
１)

受
付
内
容

・
旧
軍
人
等
の
恩
給
に
つ
い
て

・
戦
傷
病
者
に
対
す
る
援
護
に
つ

い
て

・
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
援

護
に
つ
い
て

・
そ
の
他
援
護
業
務
全
般
に
つ
い

て(

補
装
具
の
受
付
業
務
は
除
く)

※
補
装
具
に
つ
い
て
は
、
直
接
国

保
・
援
護
課
援
護
係(

1
０
９

２
・
６
４
３
・
３
３
０
１)

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

援
護
業
務
移
動
相
談

訪
問
看
護
を
行
う
た
め
に
必
要

な
知
識
・
技
術
の
修
得
を
目
的
と

し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程

６
月
上
旬
〜
12
月
上
旬
の

間
で
32
日
間(

240
時
間
）

会
場

講
義：

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福

岡(

福
岡
市
東
区
馬
出
４
丁
目

10
・
１
）

実
習

県
内
諸
施
設

受
講
資
格

次
の
２
点
を
い
ず
れ

も
満
た
す
者

①
３
年
以
上
の
看
護
の
実
務
経
験

が
あ
る
こ
と

町
内
４
小
学
校
の

公
衆
電
話
が
廃
止

訪
問
看
護
師
養
成

講
習
会
の
開
催

現
在
、
町
内
の
４
小
学
校
に
設

置
さ
れ
て
い
る
公
衆
電
話
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
よ
り
使
用
料
が
月
額

千
円
未
満
の
公
衆
電
話
は
廃
止
し

た
い
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
３

月
24
日(

月)

に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
緊
急
な
連
絡
は
職
員
室

の
電
話
で
対
応
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
理
解

の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
大
刀
洗
町

奨
学
金
奨
学
生
募
集

日
時

３
月
29
日(

土)

受
付
　
午
後
２
時

開
始
　
午
後
２
時
30
分

会
場

石
橋
文
化
セ
ン
タ
ー

共
同
ホ
ー
ル

受
講
に
必
要
な
物

・
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証

・
写
真
２
枚(

縦
45
㎜
×
横
35
㎜)

※
６
カ
月
以
内
撮
影

・
住
民
票
１
通

※
本
籍
地
記
載
の
も
の

講
習
料

・
更
新
　
８，

５
０
０
円

・
失
効
１
４，

４
０
０
円

小
型
船
舶
操
縦
免
許
更
新

失
効
講
習
会
の
開
催

こ
の
奨
学
金
は
、
小
郡
市
在
住

の
井
手
宗
夫
氏
か
ら
の
寄
付
金
に

基
づ
く
学
資
金
（
奨
学
金
）
で
す
。

平
成
13
年
度
か
ら
10
年
間
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
高
等
学
校
等

の
修
学
困
難
な
者
に
対
し
て
、
資

金
的
な
援
助
を
し
、
修
学
の
途
を

開
き
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

奨
学
金
の
給
付
額
及
び
期
間

①
奨
学
金
は
、
一
人
当
た
り
年
額

10
万
円
で
す
。

②
毎
年
10
人
を
認
定
予
定
で
す
。

③
給
付
期
間
は
、
高
等
学
校
等
に

入
学
し
た
年
度
の
１
年
間
（
６

月
と
11
月
に
分
け
て
、
高
等
学

校
等
の
在
学
を
確
認
の
う
え
給

付
）

④
貸
与
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

特
別
な
場
合
を
除
き
返
還
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

奨
学
生
の
資
格

・
大
刀
洗
町
に
住
所
（
本
年
３
月

１
日
現
在
）
を
有
し
、
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
者

・
高
等
学
校
等
に
入
学
し
た
者
で
、

卒
業
し
た
中
学
校
の
校
長
が
証

明
す
る
調
査
書
に
よ
り
優
れ
た

生
徒
又
は
学
生
と
判
断
さ
れ
る

申
込
・
問
合
せ
先

熊
本
県
宇
城

市
三
角
町
浦
１
１
９
３
　
宇
城

市
立
九
州
海
技
学
院

1
０
９
６
４
・
５
２
・
２
４
５
１

FAX
０
９
６
４
・
５
２
・
３
０
４
１

※
今
回
受
講
出
来
な
い
方
は
、
毎

月
第
３
金
曜
日
午
前
９
時
か
ら

大
牟
田
市(

三
池
港
湾
労
働
者
福

祉
セ
ン
タ
ー)

で
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

会
場

ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
（
朝
倉

市
甘
木
１
９
８
・
１
）

1
０
９
４
６
・
２
２
・
０
０
０
１

実
施
内
容

第
一
部
講
演
「
精
神
障
害
者
へ

の
地
域
生
活
支
援
」

講
師
　
寺
谷
隆
子
先
生

第
二
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ
「
精
神
障
害
者
へ
の

地
域
生
活
支
援
の
あ
り
方
」

定
員

約
１
３
０
名

参
加
費

無
料(

事
前
申
込
不
要)

参
加
対
象

精
神
障
害
者
の
社
会

復
帰
促
進
事
業
に
か
か
わ
る
関

係
機
関
の
職
員
及
び
一
般
県
民

問
合
せ
先

医
療
法
人
小
倉
蒲
生

病
院
　
医
療
福
祉
課

1
０
９
３
・
９
６
１
・
３
２
３
８

FAX
０
９
３
・
９
６
１
・
３
２
３
９

問
合
せ
先

福
岡
県
保
健
福
祉
部

国
保
・
援
護
課
恩
給
係

1
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
０
２

FAX
０
９
２
・
６
５
１
・
８
７
８
９
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た
の
し
ま
る
春
ま
つ
り

日
時

３
月
14
日(

金)

受
付
　
午
後
１
時
30
分

開
始
　
午
後
２
時
〜
４
時

会
場

福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎

２
階

対
象
者

一
般
市
民
及
び
保
育
士
、

養
護
教
諭
、
学
校
教
諭
、
保
健

師
等
母
子
保
健
に
関
わ
る
関
係
者

内
容

講
演
　
演
題
「
発
達
障
害
、

今
本
当
に
大
切
な
支
援
と
は
〜

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
Ｌ
Ｄ
、
高
機
能
自

日
時

３
月
22
日(

土)

〜
23
日(

日)
会
場

田
主
丸
町
田
主
丸
（
商
店

街
多
目
的
広
場
）
お
よ
び
各

「
蔵
」

開
放
す
る
蔵

若
竹
屋
酒
造
場
、

紅
乙
女
酒
造
、
巨
峰
ワ
イ
ン
、

若
竹
醤
油
。
会
場
間
は
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
も
運
行
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

久
留
米
市
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
国
際
交
流
協
会
田

主
丸
事
務
所

1
０
９
４
３
・
７
２
・
４
９
５
６

FAX
０
９
４
３
・
７
２
・
４
９
５
９

「
七
夕
市
」フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

期
日

３
月
20
日(

木
・
祝)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
雨
天
時
中
止
）

会
場

小
郡
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
西
側
広
場

問
合
せ
先

七
夕
市
実
行
委
員
会

事
務
局
（
小
郡
市
商
工
・
企
業

立
地
課
内
）

1
７
２
・
２
１
１
１

FAX
７
２
・
５
０
５
０

母
子
保
健
研
修
会
の
開
催

平
成
20
年
度国税
専
門
官
募
集

緑
化
講
習
会
参
加
者
募
集

全
国
陶
磁
器
フ
ェ
ア

in
福
岡
２
０
０
８

日
時

４
月
19
日(

土)

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

小
郡
市
大
板
井
１
１
８

０
・
１
　
小
郡
市
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２

講
師

園
芸
福
祉
士栗

木
ト
シ
子
先
生

募
集
人
員

30
名

(

電
話
で
受
付
、
先
着
順)

募
集
期
間

３
月
15
日(

土)

〜

３
月
30
日(

日)

参
加
費
用

１，

５
０
０
円

季
節
の
草
花
と
樹
木
の
寄
せ
植
え

日
時

３
月
19
日(

水)

〜
23
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

(

最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で)

会
場

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡

入
場
料

前
売
り
３
０
０
円

当
日
　
５
０
０
円

(

高
校
生
以
下
は
無
料)

問
合
せ
先

全
国
陶
磁
器
フ
ェ
ア

in
福
岡
実
行
委
員
会

1
０
９
２
・
２
６
２
・
３
２
６
５

者
・
経
済
的
理
由
に
よ
り
、
修
学
が

困
難
で
あ
る
者

申
込
期
間
・
方
法

３
月
10
日(

月)

か
ら
関
係
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
。４
月
７
日(
月)

〜
30
日(

水)

ま

で
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定

選
考
委
員
会
に
お
い
て
認

定
し
ま
す
。

問
合
せ
先

学
校
教
育
課

1
７
７
・
２
６
７
０

閉
症
児
等
と
寄
り
添
う
地
域
で

の
支
援
を
考
え
る
〜
」

講
師

久
留
米
大
学
病
院

小
児
科
　
山
下
裕
史
朗
先
生

参
加
費

無
料

申
込
方
法

1
ま
た
は
FAX
に
て

締
切

３
月
10
日(

月)

問
合
せ
先

福
岡
県
久
留
米
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
　
高
齢
者
児

童
家
庭
課
　
児
童
家
庭
係(

担

当：

西
谷
）

1
３
０
・
１
０
７
２

FAX
３
７
・
１
９
７
３

受
験
資
格

昭
和
54
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

21
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度

大
学
卒
業
程
度

受
付
期
間

４
月
１
日(

火)

〜

４
月
14
日(

月)

第
１
次
試
験

６
月
15
日(

日)

第
２
次
試
験

７
月
28
日(

月)

〜
７

月
31
日(

木)

の
う
ち
指
定
す
る
日

問
合
せ
先

久
留
米
税
務
署

1
３
２
・
４
４
６
１

納税納付には便利な口座振替を 
ご利用ください。 
今月の口座振替は、 
　　　　　  ３月28日（金）です。 

３月の税(料)

町営住宅使用料 ３月分 

保育料 ３月分 

大刀洗町役場　　　健康福祉課 
建　設　課 

毎月
第３日曜日

●家族みんなが顔をそろえよう

●子どもの意見や考えを聞く

ようにしよう

●家族みんなでスポーツやレク

レーションをしよう

●家庭を離れている家族と連絡を取りあおう

●子どものしつけや方法について考えよう

庭の日庭の日家庭の日 ◆
■
◆
編
集
後
記
◆
■
◆

宮
崎
県
は
知
事
が
広
告
塔
に
な
り
、
地
頭

鶏
や
完
熟
マ
ン
ゴ
ー
、
き
ん
か
ん
等
を
全
国

に
広
め
ま
し
た
。
数
十
年
前
は
新
婚
旅
行
の

メ
ッ
カ
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後
、

減
少
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

昨
年
か
ら
再
び
観
光
客
の
足
は
宮
崎
に
向
か

い
ま
し
た
。
巨
人
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
２
大

人
気
球
団
を
は
じ
め
、
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
の

チ
ー
ム
が
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
宮
崎
県
に
は

莫
大
な
お
金
が
お
ち
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
近
、
長
崎
の
教
会
群
を
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
遺
産
に
し
よ
う
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き

ま
す
。
そ
の
中
に
今
村
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
秋
頃
で
し
た

で
し
ょ
う
か
、
観
光
バ
ス
を
見
か
け
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
お
土
産
屋
・
お
食

事
処
・
宿
泊
施
設
・
駐
車
場
な
ど
ほ
と
ん
ど

な
い
状
況
で
す
。
認
定
さ
れ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、町
の
シ
ン
ボ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

大
事
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
平

ち

く

ご

路

か

わ

ら

版

〝
ち
く
ご
遊
学
〞h

ttp
://w

w
w
.k
ttn
e
t.c
o
.jp
/k
u
ru
m
e
-k
o
ik
i/

期
日

４
月
５
日(

土)

集
合
場
所

役
場
正
面
玄
関

出
発
時
間

午
後
１
時
30
分

目
的
地

大
刀
洗
公
園

（
桜
ま
つ
り
会
場
・
本
郷
経
由
）

問
合
せ
先

生
き
生
き
幸
せ
大
刀

洗
の
会
事
務
局(

健
康
福
祉
課
内)

1
７
７
・
２
２
６
６

「
桜
ま
つ
り
に
歩
い
て

行
こ
う
」
参
加
者
募
集
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★好きな食べ物　白ごはん
★チャームポイント　お口

安
やす

川
かわ

雅
まさ

基
き

くん（北山隈）

平成19年３月２日生（Ｂ型）

★チャームポイント　笑顔
★特技　ダンス

（リズムをとること）

石
いし

本
もと

大
たい

河
が

くん（北山隈）

平成19年３月15日生（Ｂ型）

★好きな人　パパ、ママ
★チャームポイント　笑顔

千
ち

代
よ

田
だ

陸
りく

くん（山隈）

平成19年３月３日生（Ｂ型）

★好きな人　お父さん
★特技　オッパッピーのまね

浦
うら

日
ひ

菜
な

花
か

ちゃん（北山隈）

平成18年３月16日生（Ｏ型）

★好きな人　とわくん
（お兄ちゃん）

★特技　おどること

岩
いわ

下
した

遥
はる

華
か

ちゃん（北山隈）

平成18年３月19日生

★好きな食べ物　ちゃんぽん
★好きな人　まつじゅん

楢
なら

崎
ざき

美
み

咲
さき

ちゃん（山隈）

平成17年３月21日生（Ｂ型）

★チャームポイント　大きな目
★特技　でんぐり返し

中
なか

野
の

心海
ここ み

ちゃん（西大刀洗）

平成18年３月５日生

★好きな人　荒木さん
よしこちゃん

★特技　ダンス

宮
みや

野
の

ジ
じ

ュ
ゅ

リ
り

ア
あ

ちゃん（北鵜木）

平成17年３月５日生（Ｂ型）

★好きな人　あやめねえちゃん
★チャームポイント　笑顔

吉
よし

村
むら

祐
ゆう

輔
すけ

くん（上高橋）

平成19年３月22日生（Ｂ型）

★好きなもの　キティーちゃん
★特技　パチパチ（拍手）

丸
まる

江
え

愛
あい

子
こ

ちゃん（北山隈）

平成19年３月14日生（Ｏ型）

★好きなもの
メロンパンナちゃん
ドキンちゃん

★特技　歌とダンス

三
み

好
よし

陽
はる

華
か

ちゃん（山隈）

平成18年３月10日生

★好きな人　パパ
★特技　音楽にあわせてバタバタ

田
た

子
ご

森
もり

成
せ

良
ら

くん（南本郷）

平成19年３月30日生（Ｏ型）

★好きな食べ物　バナナ
★好きな人　りゅうくん

河
かわ

原
はら

虎
こ

太
た

郎
ろう

くん（西本郷）

平成18年３月21日生
★好きな食べ物　いちご
★好きな人　こたくん

河
かわ

原
はら

龍太郎
りゅうたろう

くん（西本郷）

平成18年３月21日生

●
申
込
先
●

３
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
締
切
は
前
月
の
10
日
ぐ
ら
い
ま
で
）

1
７
７
・
０
１
０
１
　
総
務
課

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

溝
上
　
清
（
冨
多
）

亡
妻
　
溝
上
　
律
子

渡
邊
　
廣
幸
（
東
本
郷
）

亡
母
　
渡
邊
　
ア
キ
ト

秋
吉
　
良
智
（
鳥
飼
）

亡
母
　
田
村
　
ム
メ
カ

堀
内
　
ア
イ
子
（
下
高
橋
）

亡
夫
　
堀
内
　
剛
毅

久
保
山
　
徹
也
（
西
本
郷
）

亡
母
　
久
保
山
　
ツ
タ
ヱ

安
丸
　
久
（
下
高
橋
）

亡
父
　
安
丸
　
久
義

田
篭
　
義
輝
（
東
本
郷
）

亡
母
　
田
篭
　
ハ
ナ
ヨ

辻
　
弘
（
春
日
）

亡
母
　
辻
　
千
枝
子

松
延
　
　
幸
（
北
山
隈
）

亡
妻
　
松
延
　
織
枝

成
富
　
春
子
（
高
樋
）

亡
夫
　
成
富
　
正
喜

佐
藤
　
　
子
（
東
本
郷
）

亡
夫
　
佐
藤
　
秀
男

森
田
　
笑
子
（
甲
条
）

亡
夫
　
森
田
　
茂
夫


	p20152_15_21koho_tachi_080301
	p20153_15_21koho_tachi_080302
	p20154_15_21koho_tachi_080303



